








吉田寮の建替え・補修をめぐる問題について 

 

文責：Ｔ 

 

入寮を考えている皆さんのなかには、吉田寮のサイトや新聞等のメディアですでにご存知の

方も多いと思いますが、現在吉田寮は吉田寮の新棟建設及び現在の吉田寮の建物の補修・

建替えについて京都大学当局（以下「当局」）と交渉を行っています。ここでは、この交渉に至

るまでの歴史的な経緯を説明したいと思います。 

 

１、在寮期限闘争 

 現在行われている吉田寮の補修・建替えをめぐる議論は、80年代にまでさかのぼります。

80年代に吉田寮は当局から廃寮化を迫られました。当時の吉田寮生は当局の不当な一方

的通達に抗議し、吉田寮を存続させる運動を行いました。吉田寮ではこれを「在寮期限闘争」

（以下「在期」）と呼んでいます。82年に端を発した「在期」は 89年に終結を迎えますが、それ

に当たって吉田寮と当局の間でその後の吉田寮の運営のあり方などを確認する確約書（書

面での約束、当局の責任ある立場の人間がサインをする）を交わしました。吉田寮の自治運

営を当局に認めさせたり、入退寮権を吉田寮自治会が持つことを確認するなど、この確約書

はその後の吉田寮自治会と当局の関係性を規定する上での重要な約束になりました。そして、

この確約の一項目として、吉田寮のｔ建替えを当局に約束させるものがありました。これが現

在の補修・建替えの議論の原点であるといえるでしょう。ただし、このような確約を結んだから

といって、すぐに建替えが始まるわけではありませんでした。この確約は当局の学生担当の

責任者（98年より前は学生部長、それ以降は副学長）が交代するたびに引き継がせてきまし

たが、実際にはいつまでたっても建替えに着手されることはありませんでした。 

 

２、大規模補修案 

 転機が訪れたのは、2004年でした。建替えが先延ばしになるなか、年を経るごとに吉田寮

は劣化していきます。当局も雨漏り、床板の取替えなど場当たり的な補修には多少の予算は

出してきましたが、根本的な解決に至る補修は行ってきませんでした。そこで、吉田寮の補修



による維持について考える「補修特別委員会」（寮自治会内の組織ですが寮外生も参加して

いました）が結成され活動を開始し（この委員会の結成自体は 04年以前です）、そこが吉田

寮の大規模補修について提案しました。大規模補修とは、それまで当局が行ってきた場当た

り的な補修のようなものではなく、土台の入れ替えをしたり、壁の強度を強化したりといった、

10年、20年あるいはそれ以上のスパンで住んでいける建物にするための抜本的な補修のこ

とです。補修特別委員会は木造建築に詳しい京都の工務店とコネクションをつくり、そのよう

な大規模補修がそもそも可能なのか、そして可能であるのなら見積もりはいくらくらいになる

のかを調査しました。そして、6900万円ほどの予算で大規模補修が可能であると見積もりが

出されました。当時の吉田寮は非常に大きな予算を必要で、いつまでたっても実現される見

込みのない建替えより、予算も安く抑えられ、現に木造建築に詳しい工務店からお墨付きを

得ている大規模補修を当局に提案していく方が実現可能性が高いであろうと考え、この大規

模補修を提案する方針を採用することにしました。 

 そして、2005年には大規模補修のための耐震調査と設計図制作に 1500万ほどの予算が

つけられ、大規模補修に向けた第一歩に着手されました。大規模補修は、食堂、北寮、中寮、

南寮とそれぞれ分けて順に行われる予定でしたので、吉田寮自治会としても、それに対応で

きるような部屋割りにしたり、居室棟の補修中は居室が手狭になるので退寮者をつのったりと

できうる限りの対応をとって大規模補修に備えました。しかし、工事の方にはその後予算がつ

けられることはありませんでした。どうして予算がつけられなかったのか、どこの部局がその

予算を承認しなかったなど、学生部職員に何度もたずね、調べさせたりもしましたが、結局明

瞭な答えは返ってこず、その辺りのことはいまだにはっきりとは分かっていません。 

 

３、建替え騒動 

 すると、その後当局は突如手のひらを返して、建替えを提案してきました。しかし、その間一

年近く大規模補修のための体制作りに力をいれてきた吉田寮自治会としては、大規模補修と

いう基本路線は変えるつもりはありませんでした。大規模補修はすでに設計までできていたし、

部屋割りなどの受け入れ態勢も万全に整っており、またお金のかけ方からしても 1500万円が

すでに使用されており、大規模補修の方が明らかに軌道に乗っていたのです。そのときの当

局の建替え案は寮費アップは避けられないものでしたし、何より建物の構造などの肝心な部

分はそれまで一切協議など持ったことも無かったので当然のことながら全くの白紙でした。あ

まりにも具体性にかける提案であったので、吉田寮自治会としても実現可能性のあるものとし

てその提案を受け取らなかったし、そもそもそれまで協力して進めてきた大規模補修案を突

如一蹴してしまう当局の姿勢はあまりにも礼を失したものであるといわざるを得ませんでし

た。 



 そして、05年の 10月にひとつの騒動がおきました。学生部職員が突然「2週間後に建替え

の予算がつく。吉田寮自治会としても承認してくれ。これを逃すともう予算がつかない可能性

が高い」ということをいってきたのです。建物の構造も決まっていない、寮費が上がる、水光熱

費についてどうするか具体的に決まっていない、そんな全く具体的なことが決まっていない提

案に 2週間で yesか noか答えろといってきたのです。しかも「これを逃すともう予算がつかな

い可能性が高い」という脅し文句つきで。本来なら時間が無いから、もう少し時間をかけて話

し合っていこうとかいう話になるところですが、この脅し文句ゆえに吉田寮自治会としては無

理にでも議論の土俵に上がらざるを得ませんでした。また、予算がつくのなら、準備が万全で、

より安い金額で済むはずの補修にお金をかけたほうが良いだろうということも当然ながら考え、

当局に提案しましたが、「学内のコンセンサスが得られない」というなんだかよく分からない理

由で断られました。「学内」って具体的に誰？どうしてコンセンサスが得られないの？といった

質問には具体的な返答はありませんでした。この間、吉田寮内は混乱しました。日夜会議が

開催され、「これこれこういう条件だったら建替えでも OKだ」、「そもそも大規模補修でやって

たんだからこの話に乗る必要はない」、「話に乗らなかったら吉田寮は新しい建物が要らない

と思われてしまう」などなど…。様々な意見が飛び交い議論は錯綜し、多くの寮生が疲弊して

いきました。そして、予算承認会議がある当日をむかえ、吉田寮自治会の意思を示すための

副学長との話し合いにのぞみました。すると、そこでは大きなサプライズが吉田寮生を待ち受

けていました。なんと、冒頭に副学長が「私は補修でいいと思っています」と言ったのです。当

局内でも吉田寮は建替えということで一致しているわけではなく、この提案は学生部職員の

スタンドプレイにすぎなかったのです（そのときの当局内の意思疎通がどうなっていたのかは

わからないし、今当時の学生部職員に話を聞けば本当は副学長の方が悪かったのだとか

色々言い分はあるのでしょうが、少なくとも吉田寮にはこのようにしか見えませんでした）。話

し合いはとんだ茶番に終わりました。そして、この間のとてつもない疲労感だけがなんとなく寮

内に残り続け、その後 09年までずっと補修・建替えの議論は停滞し続けたままでした。 

 

４、現在の補修・建替え交渉 

 吉田寮内での補修・建替えの議論が停滞しているなか、09年に当局から吉田南キャンパス

の南区域（吉田寮がある辺の区域）の再整備計画が提案されました。その計画によれば、焼

跡（吉田寮の東側にある空き地、もともと吉田寮食堂の一部とサークル棟があったが 96年に

火事で消失した）に吉田寮新棟（「A棟」と呼んでいる）を建設し、現吉田寮棟を建替えるという

ものでした。再び吉田寮をどうするかの議論が当局との間ではじめられました。しかし、今回

も 05年ほどではないにしろ 09年の 6月頭と予算の期限が差し迫っていました。そこで、A棟

の議論と現吉田寮を補修するのか建替えにするのかの議論は分けて行い、まずは A棟の議

論を片付けることで当局と合意しました。しかし、また今回も予算はつかずじまいでした。ただ



し、その後も当局には他の予算のあてがあるということで議論は継続することになりました。こ

の際、A棟の議論と現吉田寮の議論を同時に行うのはあまりに煩雑だということで、A棟の議

論を先に片付けてから現吉田寮の議論を行うという路線は踏襲していきました。 

 ということで現在は、現吉田寮をどうするかはいったん置いておいて、A棟について吉田寮

自治会は大学当局と交渉を行っています。この間の議論でも当局は何度も意見を翻すなど、

相変わらず議論を混乱に導く傾向にありますが、何とか交渉を継続して持つことができていま

す。今は主に、寮費、水光熱費、食堂の問題が大きなトピックとして交渉の議題にあがってい

ます。寮費、水光熱費は以下にやすく抑えられるか、また食堂は日々多くの吉田寮生やサー

クルの活動場所として利用されている場所であり、いかにその食堂を残したまま十分な大きさ

の A棟を建設することができるかが問題となっています。 

 この補修建替えの件が入寮に関して影響を与えるのではないかと不安を抱いている方も、

もしかしたらいるかもしれないので最後に簡単に断っておきますと、今回の話が入寮に関して

影響することは今のところは全くありません。さしあたりは A棟の議論のみを行っており、ここ

から予算がついて着工ということになると2、3年スパンの話になります。そうすると、その後の

現吉田寮のことが決着を見るのは今から 5、6年（あるいはもっとか？）スパンの話になってき

ます。この点に関してはご安心ください。 
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